
大和都市計画道路の変更（奈良県決定）都市計画道路中3・3・100号西九条佐保線を次のように変更する。 区　域番   号 路 線 名 起　 点 終　 点 主な経過地 延　長 構造形式 車線の数 幅　員 地表式の区間における鉄道等との交差の構造
幹線街路 3･3･100 西九条佐保線さいくじょうさほせん 奈良市東九条ならしとうくじょうちょう町 奈良市法華寺ならしほっけじちょう町

奈良市な ら し 西九条町さいくじょうちょう二丁目にちょうめ、四丁よんちょ目うめ、杏町からももちょう、八条　　はちじょう一丁目　　　いっちょうめ、二丁にちょ目うめ、大安寺だいあんじ二丁目にちょうめ、三丁目さんちょうめ、大だ安寺いあんじ西にし三丁目さんちょうめ、恋こいの窪くぼ一丁目いっちょうめ、二丁目にち ょ うめ、恋の窪東町こいのくぼひがしまち、大森西おおもりにし町まち、三条桧町さんじょうひのきまち、　三条栄町さんじょうさかえまち、三条添川町さんじょうそえがわちょう、大宮町三丁目おおみやちょうさんちょうめ、四よん丁目ちょうめ、五丁目ご ち ょ うめ、六丁目ろくちょうめ、芝辻町しばつじちょう二丁目にちょうめ、三丁目さんちょうめ、四丁目よんちょうめ、法蓮ほうれん町ちょう
約4,000m 　 ４車線 23m(12～45m) すべて奈良国際文化観光都市建設計画道路
約1,590m約2,410m八条二丁目はちじょうにちょうめ 大森西町おおもりにしまち 約980m 嵩上式 13m ４車線のうち２車線のみ約4,000m 地表式 12～45m ＪＲ関西本線と立体交差近鉄奈良線と平面交差幹線街路と平面交差９箇所

備　考種　別 名　　　　　称 位　　　　　置 構　　　　　　　造

車線数の内訳 ２車線４車線
「区域及び構造は、計画図表示のとおり」  理由：別紙、理由書のとおり

構造形式の内訳なお、近鉄新大宮駅南側（奈良市大宮町六丁目地内）に約1,100㎡の駅前広場、　　　近鉄新大宮駅北側（奈良市芝辻町四丁目地内）に約2,400㎡の駅前広場を設ける。



都市計画道路 西九条佐保線の変更理由書

１．都市計画道路 西九条佐保線の概要

都市計画道路 西九条佐保線は、起点を奈良市東九条町、終点を奈良市法華寺町とし、

奈良市内を南北に縦断する標準幅員２３ｍ、４車線、延長約４，０００ｍの幹線街路で

ある。

国道２４号、国道３６９号、主要地方道奈良生駒線、県道京終停車場薬師寺線、(都)

大和田紀寺線、(都)九条線等と連結し、市内中心部の交通機能を向上させる重要な役割

を担っている。

昭和４１年に都市計画決定し、最終平成１５年に都市計画変更（車線明記のみ）して

いる。なお、ＪＲ関西本線と立体交差している。

整備状況は、国道３６９号から国道２４号までの約５００ｍ（４車線）及び(都)九条

線から北側の約８００ｍ（２車線）の合計約１，３００ｍが完成している。

２．都市計画道路 西九条佐保線の変更の内容

（１）変更の理由

都市計画道路 西九条佐保線は、京奈和自動車道（大和北道路）（仮称）奈良インタ

ーチェンジへのアクセス道路として位置付けられることから、（仮称）奈良インターチ

ェンジから奈良市中心部へ向かう交通と沿道地域の交通を分離することにより、奈良市

中心部へのアクセス性の向上、地域の交通の円滑化を図るために変更を行うものである。

（２）変更の内容

(都)大和田紀寺線から(都)大森高畑線付近までの約１，２００ｍ区間（４車線、ＪＲ

関西本線と立体交差）の変更を行う。

１） （仮称）奈良インターチェンジ連結部から(都)大森高畑線との交差点までを２方

向２車線のランプ構造とし、県道京終停車場薬師寺線、ＪＲ関西本線、(都)大森西

町線と立体交差する。

２） その両側を２方向各１車線の構造とし、ＪＲ関西本線と立体交差する。
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